
























第 4 章では、QoS を考慮したシングルホップ環境において、スループットと QoS を向





る新たな通信手法 OBEM(Optimizing Backoff by dynamically Estimating the number 













式を実現している点は高く評価できる。特に、スループット、公平性、QoS の 3 点を考
慮した研究は従来研究には見られなかった発想・着眼点であり、高い優位性、新規性を
持つものと考えられる。さらに、本研究で得られた成果・知見は、車車間通信のような
分散型ネットワーク、IoT システムに広く適用することが期待され、当該分野に与える
影響は大きいと考えられる。 
以上より、本学位論文は、学位（博士（情報科学））を授与するに十分な内容を持つ
ものであると判断される。 
 
